日立 IIHI クッキングヒーター 


HITACHI 

Inspire the Next 


(ビ J レトインタイプ） 

設置説巧書 

型式 HT -40 (ブラック） 
型式 HT -40 S (シルバー） 


設置される方へのお願い 

♦この設置説明雷は、保証書、取扱説明ミ、揚げ物調理 
ご’;主意ガイドとともに必ずお客様にお'渡しくださし、。 
♦本体設苗時に、トッププレートゃ操作部ユニットを 
分解しないでくだごい。 

•キヤビネット下部にオーブンレンジを設爱しないで 
ください。 

•試運転を必す行い、お客巧へ正しい使いかたをご説 
明 < ださい。 


安全のため必ずお守り < ださい 



A 警告 


〇 設置は、この「設置説明書"こ従って、確実に電気配線工事は、電気設備技術基準等関連す 
行う （プレーカーは r 切 J にして行ってください） mM る法令•規則等に 従って 必ず r 法的 有資格者 J 

設置にす倫があると、漏電•义おの原因になります。 が巧ラ 

接続•固をがす完全な場合は、漏電•义おの原因じなりまず。 


200 V-20A が上の専巧回路と漏電しゃ断器 
mm を設置ずる 

この工事をしないと、配線部び異常発熱ずるおそれが 
あり、感電•火がの原因になります。 

/G\ 分解•修理•改造は行わない 

発火•異常動作してけがをずるおそれがありまず。 

分解禁止 

アースエ事は、電気設備技術基準等関連ずる 
法令•規則等に従って必ず r 法的有難者りこ 
ァ ょる D 種を地工事を行ぅ 

巧続せよアース線はガス管、水道管、避雷針、電話のアース 
線に接続しないこと 
漏亀時に感電のおそれがありまず。 

設置は、製品の重量に十分に耐える丽こ確実に行う 

W 龍で足ク取がびす完全な場合、點ミの落下や転 
側こよりけがをするおそれがあります。 

ノ 

A ; ま思 

/ Ol トッププレートに衝撃を加えない 

vX/ 万一ひびが入ったり割れると、過熱•異常お作•感電 
の原因になります。 

トッププレートの上じをったり物を落としたりしなし\。 

カウンタートップの材料は、耐熱材料のものを使う 
熱 {1 化樹脂化粧板 (JIS K 690 3) またはこれと同等 
な上の醒 tt をちする材料 

雨を性の低い巧料を使用ずると、変形•义おの原因じなりまず， 
ニス引きのものは変色ずるため、使わないでくだごい。 

/Ov 試運お中は、トッププレートなどの高温部に 

V X/ 触れない 

やけどのおそれがありまず。 

製品近傍のシステムキッチンの材料は、 

9日でな上に耐えるものを使う 

システムキッチンの変色•変おの原因になりまず。 

J 












設置をされる方へのお願い 


参この任田クッキングヒーターは、適切な電気工事と設置がさ 
れていませんと性能が十分発揮できないばかリカ、、過熱な 
どのを険が生じる場合がありますので、この設置説明書を 
よくお読みのうえ、適切な設置をお願い致します。システ 
ムキッチンなどに組込んでください。 

•電気工事は、必ず「電気工事±」の免許をお持ちのちが行つ 
てください。 


参設置完了後は、「設置完了後のお詔」を斤い、お客様へご説 
明ください。 

参付属品の巧詔をしてください。 

参ガスの配管やガスメーター、ガス栓等のガスエ作物は無断 
で撤去しないでください。法令により規制されていますの 
で、事前にガス事業者へ連絡してくだごい。 


排気カバ— 

固定金具 

蝶ボルト 

り固 

"固 

令 



※保証書、取扱説日月書、揚げ物調理 
ごを意ガイドがあることを確認し 
てくだごい。 


A 警告 

設置ずるときは、义災予防条例に基づき、 
mm 必ず可燃物との離隔距離を守る 

離隔距離がおいと火災の原因になります。 

電源プラグの巧および巧の取付面に、ほこり 
mm が付着していないことを確認し、ガタのない 
よう根元まで確実に差し込む 

ほこりがせ着したり、接続が不完全な場合、感電や 
火災の原因になります。 

J 

/電源電線およびアース線は、電源プラグを 
【\)外して直結しない 

漏電やショートによる感電-発义の原因になります。 



必ず電気工事±の免許をお持ちのちが行ってください。 


♦ n 川クッキングヒーターは、専巧回路 （1 台のクッキングヒーターに]分岐回路）を設置してくださし、。 


専用回路、漏電しや断器の設置 


参専用回路、漏電しや断器を設置してください。 


専用回路 

漏電しゃ断器 

ブレーカー付さ 
単相 200 V .20 A 

定格電流： 20 A 
感度電流:1 5 mA 


X 兰巧20 0 V (動力電源）には接続しないでください。 


屋内配線用電線、コンセントのおが 


♦虹 U クッキングヒーター巧のコンセントは規格で次のような 
ものが標準品となっていますので、事前にご確認の上、設 
置してください。 


器具の容量 

幹線の太ご 

コンセントの形状 

20 A 

¢2. 0 mm 

—単ホ目 200 V 巧（接地極付） 
丄 250 V -20 A 


XD 種接地工事 （100 Q な下）を必ず行ってくださし、。 


【オートパワーオフの時間の切り替えについて】 

本 [U 丑クッキングヒーターは、工場出荷時約] 0分でオートパワーオフするように設定しておりますが、約30分に切り替えるこ 
ともでさます。オートパワーオフするまでの時間が短いなどで、ご使用上で便なときに選べます。詳細は、お買上げの販売店へ 
お問い合わせくださ■い。 

♦切り替え方法 

① ち IH ヒータータイマー操作部の □ とち I H ヒーター操作部の2つのボタンを同時に巧しながら電源スイッチを巧し電源 
を入れる。 

峰も IH ヒータータイマー表示部に日国が表示される。 

② ち IH ヒータータイマー操作部の D を押す吟国国が表示され約30分に設定される。 

③ ち IH ヒータータイマー操作部の〇を押す岭厕が表示され約] 0分に設定される。 

※キーを巧さない状態で5砂経過すると、切り替えられなくなります。このときは、再度①②③の操作を行ってください。 

④ 電源スイッチを巧して電源を切る。 

X 設定の確認は①の操作を行つ てください。 設定の巧認後は電源スイッチを押して電源を切つてください。 
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システムキッチンとの関係寸法 (単位: mm ) 


〇 

を蔵庫 


10な上 


製品底面と 
冷蔵庫上面 
との寸法 


10社 

3 


-ターワクを端（基準面）-^ 

み 
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〇 

〇 
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で 


吸気口厂 


V/Z/A 


化切お 


コン t ント/ 


仕切あを付ける場合は、 
クッキングヒータ—固を 
をに取付け、仕切板前ち 
に100 cm 2 な上の開 □ 
を設けてください。 


♦キッチンに組达む場合は、製品吸気口に外気を取り入れるための開口が必要でず。 


4- R 4 〜 R 25 


410. 


クッキングヒーターワクち端（基準面） 


+ 


☆カウンタートップの取付け巧爛□寸まは JIS で定められています) 
※に — :部分への突起はで巧。 


2 5な上 


(フラット測 


沼 


460.; 


〇 




お 


の気 □/ 


〕ン t ント/ 


システムキッチン 
背面の壁のこの位 
置にコンセントを 
設けて < ださい。 


冷蔵庫タイプの場合 


仕切巧を付ける場合 


TTCIOL 
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前面図 



白□□□白 □!：]□□□□ 
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450 


上面図 


〇 




C\J 


設置場所の確認 


参火災予防条例、電気設備は術基準第59条に従って設置してください。 
参カウンタートップは熱硬化樹脂化粧板 (JIS K 6903) と同 
等な上の耐熱性があるものを使用してください。 

ニス引きのものは変色しますので使わないでください。 
♦製品の金属部がシステムキッ于ンの金属部と接輔する場合、 
建造物の壁中の金属（メタルラスなど）とシステムキッチン 
の金属部を接軸しないようにするか、または亞丑クッキング 
ヒーターの 金属部がシステムキツチンの金属部に接触しない 
ように取り付けてください。 


A 注意 


〇 


製品は水平に設置ずる 

製品が傾いていると、鍋が滑り落ち、やけどやけが 
の原因になります。 


•製品は火災予防上、 
けてください。 


可燃物との間を図のように離して取り付 


■クッキングヒーターは火災予防上、可燃物との 
間を図のように離して設置してください。 

•製品の前面はでさるだけ広く （60 cm な上）あけて;令蔵庫、ま 
具などの扉が当たらないようにしてください。 



'10 cm け Ji 


■左記寸法がとれない場合には、不燃材による防熱 
板を取り付けてください。 

► 防熱板はこれを設けたとさ、機器周囲の可燃物温度が室温 
35° C の時100でを越えない断熱性を有すること。 


1 cmU ± 


30 cmU 上 
1 cm な上 



防熱板 


[消防法基準適合組込形] 


製品寸法図胃 mrrO 


図 n 岩 



(6S 


4 


る部のなまえ 


左 IH ヒーター 

O.OkW) 


ち IH ヒーター 

に. OkW) 


プレートワク トツププレート 


排気口 •排気カバー 



伸に排気□がありまず) 


電源プラグ 


電源コード 


イラストは 、 HT — 40で 
説明していまず。 


凸マーク (4 箇所) 

目ので自由なちが、 

鍋を ヒーターの 
中央に置くため 
の 目安です。 


前固定金具 


本体の底面に吸気口がありまず 




操作パネル 


左 I H ヒーター表示部 

左•ち I H ヒーター高温注意表示部 
ち IH ヒータータイマー表示部 


ち I H ヒーター表示部 


□ック表示部 





点な•点滅時高温注意 

左 IH 右 IH 

• • 

チャイルド 
□ツク 
はも IH ) 

参 




• 1 
1CA t" tn/110A ，nn inn : tt ; 曰 "X /iMMMii 




mimoiBitioTmiif.il— が马 

，| 沒か吃.、'，‘苗 


I お火1中火 I 強义 

(ME) 


火力/涅宙 


ち IH ヒータータイマー操作部 
左 I H ヒーター操作部 



も IH ヒーター操作部 


電源 

切/入 


電源スィッチ- 
電源入•切を行いまず。 
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設置ち法 必ずブレーカーをしゃ断して設置を行ってください。 


※トツププレートは、外さないでください。 



前固定金具 


後固定金具 


K (本体背面にあります） 


側面固定金具角巧 

(本体側面にあります） 


電源プラグ 


側面固定金具角巧 


1電源プラグを差し込む 

•カウンタートツプに傷をつけないよう、段ボール板を敷 
いてください。 

♦前 • 後固を金具（本体に取り付け済み）が本体に密着して 
いることを巧認してください。（カウンタートツプに傷が 
つく原因になります） 



2カウンタ—トツプに本体の後面を挿入してから 


全体をはめ込む 

•電源コードを本体とキャビネットの間に挟まないよう 
ごを意ください。 

参プレートワク裏側のパ、ソキンがめくれたり、はみ出した 
りしないようにミ主意してください。 

•カウンタートップと本体のトッププレートのすさ間が全 
周にないことをお認してください。 


カウンタートツプが反っているなどですさ間がある場合 
は別売のボウスイテープ （ HTC -4 CB 031:メーカー希 
望ル売価格525円臘抜500円、2011年5月現在））を 
用い、すさ間を塞いでください。（水浸入防止のため） 



3本休の位置を調整ずる 

參本体の位置を調節する場合は、本体を持ち上げて調節してください。本体を持ち上げないで位置を調節すると、プレートワ 
クの裏側のパッキンがはみ出る場合があります。 
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カウンタートツプの厚みについて 

♦カウンタートツプの厚みが 9 mm 未満の場合は、 
も図のように当て木を添えてください。 


カウンター 
トップ 

当て木 



4本体を固定ずる 


•ドライバーを入れ、後固を金具のネジを確実に締め付ける。 
※締め付けトルクは40〜日 ON ’ em とする。 


•底面からドライバーを入れ、前固定金具のネジを確実に 
締め付ける。※締め付けトルクは40〜己 ON ’ em とする。 
♦①②で固定できた場合、付属の固定金具、蝶ボルトは使用し 
なし、。 



巧 


ドラィバー 
トッププ レー ト 


謂 〔木 欄 

I 後固定金具 

カウンタートツプ 




X 後固定金具が持ち上がり、 
カウンタートツプに固定 
され、シール性が確保さ 
れます。 


※カウンタートツプの厚み 
が薄くて後固定金具が固 
定でさない場合は当て木 
を添えてくだごい。 


X 前固定金具が持ち上がり、 
カウンタートツプに固定 
され、シール性が確保さ 
れます。 


X カウンタートツプの厚み 
が薄くて前固定金具が固 
定でさない場合は当て木 
を添えてくだごい。 


前固定金具で固定できない場合 


③側面固定金具の固定(付属の固定金具、煤ボルトを使巧する） 


参左ら側面のどちらかーホを固定する。 

X カウンタートツプの厚みが薄くて側面固定金具が固定でき 
ない場合は当て木を添えてください。 


1. 固定金具に蝶ボルトを軽くねじ込む 

2. 固定金具（蝶ボルト付き）を本体側面のち巧に 


ひつかける 


"• も側臟欄 


本体底面 


令 V 


ち壁面の場合 



左壁面の場合 



3.カウンタートツプへ蝶ボルトを締め付ける 



5排気カバーを取り付ける 


②刖固定金具(本体に取り付け巧み) の 固を 


①後固定金具体体に取り付け済み)の固を 























































































































































































設置完了後の確認 


参通電をする前に、トッププレートの上に捆包材がないことを確認してください。 
♦設置終了後、次の手順で確認してください。 


■ 


巧お 
り包 
外材 
しの 


確認 項目 


トッププレート上に捆包材がないことを確認してくだごい。 


1確認欄 



巧な付 本体を固定しましたか。 

it ど属 - 

I なのぞ お廚カバ-•を取り付けましたか。 

電 アースが設置ごれていますか。 

^ 漏電しゃ断器が設置されていますか。 

事 電源プラグを接続しましたか。 

①クッキングヒーター巧の電源電圧が「単相200 VJ であることを確認してください。 

電圧異常の場合は〔& !を表示します。（も IH ヒータータイマー表示部に C «& I を交互に表示します） 







運 • ②電源スイツチをブザーが鳴るまで巧してください。^ ♦電源ランプが点灯しまず。 

I I ' 

I ③さ IH ヒーターを「入 J にして、通電を確詔してください。 


鍋にコップ1杯程度（約200 mL ) の水を入れ、 
IH ヒーターの中央に置さ、 r 中火 J キーを押した 
张「切/スタート J キーを巧してください。 

X 鍋を置かないと通電しません。 

空だきはしないでください。 


♦操作パネルの通電ランプと IH ヒーター表示部の 
火力表示ランプが点灯します。 

しばらくすると、お湯が沸とうしまず。 


◎各ヒーターを停止後、約10分（または約30分）経過ずると才ートパワーオフが働き、自動的に電源ランプが消灯し、電源が切れ 
まず。 


♦確認終了後は必ず電源スイッチを押して電源を切ってくださし、。 

電源を r 切」にした場合でも継続して冷却フアンが回ることがありますが、異常ではありません。本体内部の回路を保 
護するために、キー操作後冷却フアンが最大約90秒間作動しまず。 （自動的に冷却ファンは止まりまず） 

♦試運おは IH で使える鍋を使用してくださし、。 

(鍋底に磁石がつくもので、底の平らな部分び直径12〜 26 cm のもの。底の反りが 3 mmU 下のもの） 


參日立アプライアンス株式会社 

干105 — 8410 東ま都港区西新橋 2-15-12 電話 （03)3502 — 2111 


2-K3772-2 


J1(HP) 






